
2．社会福祉士の積極的な活用について  

（1）研修事業の推進について  

（2）制度的な整備と充実について  
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（1）研修事業の推進について  

1）社会福祉士のさらなる資質向上をはかるため研修システムを強化する。  
（D生涯研修システムの強化  

②「認定社会福祉士（仮称）」制度の導入  

（成年後見人、独立型社会福祉士、実習指導者、等）  

2）社会福祉士養成課程において実習が重要であることから、実践及び教育現場における実習   
指導の支援を図る。   

本会は地域住民の福祉ニーズをキャッチし、今後も地域で活躍できる知識と技術を有し  
た社会福祉士の確保を積極的に推進する。また、これらのことを通して社会福祉士の活動  
を社会や地域に見えるようにし、社会的認知を高める。  
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認定社会福祉士（仮称）▼として考えられる領域（参考）  

主催している研修（2006年度、破線は予定もしくは計画）  活動領域   

成年後見人を養成する研修（専門研修）  

1998年から1年間の通信研修を開始  関連領域：地域福祉権利擁護事業   

独立型社会福祉士の養成研修（専門研修）  

成年後見人等の受任  

2∝姥年から1年間の通信研修を開始   
地域住民への生活支援  

現場実習を請け負う施設・機関   

触全国瞞祉協猷て運営中，  

現場実習指導者養成に関する研修（専門研修）  
j  

地域包括支援センター実務者研修   

′－…－ 

： 

ロ  ：プログラムを開発中。2007年開始予定，：   
l                                       ′   

㌣軌ターl  

相談支援事業所   

2003年から1年間の通信研修を開始   
障害者の地域生活支援研修（専門研修）  
′一一一一一一－■●－－●●－－●一一●●■●●一－■●●●■●■■－●、  √－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＝－一－－…－－－…－－－－－－－－－－－－－－－－－●－－－－－一一←一－－－－－－－－－－－－－一－－一－－「   

r高齢者・障害者・低所得者の就労を支援する、； 生活保護者、ホームレス、母子家…   

；人材養成研修（専門研修）  庭、福祉的就労者等を対象に就刹   

乙現在70げラムを開発中02007年から予息 をコザィネ‾卜する現場  
． 

矧修 
保健医療椒・機関  

市仰の相談窓口、児童福祉司 

廟  

‾‾‾一■‾‾－‾－－－一－“－■■■‾’■‾■▼‾■－－‾‾▼‾‾■■‾‾－‾‾－■‾‾■‾■▲－－－■【‾－‖‾‾‾■■‾‾一－－‾■‾‾‾‾▼‾‾‾‾‾‘－－「   

…施設関係   

子ども虐待対応鞘  

特定専門機関、NPO等  

ホームレス支援研修  滞日外国人支援研修  第三者評価研修        更生保護対象研修  ハンセン病回復者支援研修  （一部の研修は計画中）   

総合的な専門分野研修  専門職大学院等との連携による育成  

一
り
 
 



（2）制度的な整備と充実について   

現行法令上、社会福祉士の任用配置が進まない。今後、地域での福祉を充実させるには、質の  

高い専門職が限られた社会資源を有効活用できる仕組みをつくることが重要である。そこで、以  

下の事項を提案する。  

1）社会福祉士の業務領域の明確化  

社会福祉士が担う地域におけるソーシャルワーク実践を明確化し、社会的認知を得て活  
動が展開できるように、「社会福祉士及び介護福祉士法」で定義されている「相談援助」に  
「社会資源の開発・調整及び連携支援」「運営管理」等を加える見直しを行い、社会福祉士  
の業務領域を明確に示していただきたい。  

2）社会福祉士の任用配置等を促進させるための方策  

①社会福祉主事の段階的廃止（施設職員等への適用見直し、等）  
②社会福祉士の配置基準の明記と報酬加算  

③独立型社会福祉士が地域で活躍できる業務拡大の検討  
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3）社会福祉士現場実習を充実させるための方策  

①社会福祉士養成教育課程のうち、特に現場実習に関連することは現任の社会福祉士が  
連携することが重要であることから、社会福祉現場実習に社会福祉士資格者を活用し  
ていただきたい。  

②現場実習施設を指定する際には、適切な実習が行えるよう、現場実習指導者の研修を  
修了した社会福祉士が配置されていることを要件としていただきたい。  
③現場実習施設が積極的に実習生を受け入れ養成に関われるよう、現場実習施設として  
指定された施設には一定の貴用加算をお願いしたい。  
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日本社会福祉士会が最近編集等している出版物等（抄）  

○『社団法人日本社会福祉士会の倫理綱領 解説書』（日本社会福祉士会，2006年）  

○『地域包括支援センターのソーシャルワーク実践』（中央法規出版，2006年）  

○『改訂ケアマネジメント実践記録様式Q＆A』（中央法規出版，2006年）  

○『福祉関係者のための成年後見活用講座（第4版）』（日本社会福祉士会，2006年）  

○『成年後見実務マニュアル』（中央法規出版，2005年）  

○『ホームレスの自立を支援する相談員の手引き』（日本社会福祉士会，2004年）※改訂版発行予定  

○『新社会福祉援助の共通基盤 上・下』（中央法規出版，2004年）  

○『保健医療ソーシャルワーク実践1・2・3』（中央法規出版，2004年）  

○『社会福祉士現況調査報告書』（日本社会福祉士会，2001年）  

○『日本社会福祉士会ニュース』（毎月発行）  

以 上  
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（1）2000年（平成12年）調査結果   

（D勤務形態×勤務先  

②年収  

③年収×性別  

④年収×年齢  

⑤年収×社会福祉従事通算年数  

⑥年収×職種  

⑦年収×勤務先  

⑧年収×勤務先×職種（勤務先：N＞400）  
（老人福祉施設、知的障害者施設、老人保健施設、医療機関、行政機関、社会福祉協議会）  
⑨2000年と2006年の勤務先構成比率の比較   

【概要】  

○年収400万円未満が過半数、600万円未満が80％を占めた。  

○収入状況の性別では男性、年齢では50歳代が高く、社会福祉従事通算年数が長いほど高くなった。  

○勤務先では行政機関、教育機関がやや高い傾向にあった。  

○職種では管理職t補佐・係長の収入が高く、ついで教育一研究職、介護支援専門員であった。  
（2）2000年と2006年11月現在における勤務先構成比率の比較   

【概要】  

○新たに設置された地域包括支援センターへの比率が増加した。  

○独立型社会福祉士の比率が増加した。  
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勤務形態×勤務先  ※勤務形態は概ね常勤であった  

常勤  非常勤（一般）   非常勤（嘱託等）   時間勤務   アルハ◆ィト（臨時）  自営  その他  無回答  計   

a．老人福祉施設   1515羊 95り％   30  19％  四  0．7％  23  1．4％  2  0．1％  0  0．0％  4  0．3％  9  0．6％  1，595  100．0％   

b．知的障害者福祉施設   汚4上里H鞠   田  1．4払  4  0．5％  10  1．3％  4  0．5％  0  0．0払  3  0，4％   0．1％  798  100．0％   
ふ‖・，．＿．“一＿■＿汀山■りい爪。  

h．医療機関（療養型含む）   

．都道府県行政機関   

．民間の相談機関   
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年収 ※年収4。。万。未満が過半数、6。。万。未満が8。％  

年収   回答数   構成比   

a．  無収入   320   4．1％   

b． 100万円未満   256   3．3％   

c．  200万円未満   594   7．6％   

d． 4鱒万円未満   3，307   42．2％   

e．  600万円未満   1，817   23．2％   

f．  800万円未満   839   10．7％   

g． 1，000万円未満   383   4．9％   

h． 1，000万円以上   97   1．2％   

計   7，831   100．0％   
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年収×性別  ※男性の方が年収が高い  

無収入  
l㈹万円  200万円  400万円  600万円  800万円  1－000万円   川00万円  

無回答  
未満  未満  未満  未満  未満  未満  以上   

計  

a．男   24  0．9％  田  1▲3％  田  2．8％  821．1j竺讐   ＄75  享31・蛸  田  20．4％  261 9．4％   田  2．7％  田  l Ll・3％  2，773  100．0％                  一－‾‾－■ヤーーー■◆J－く○■■二■■－し  
b．女   田  5．9％  四  4．3％  田  10，2％  鋤断十吸勃  凹       四  5．4％  121 2．4％   四  0．5％  田  3，5％  5，050  100．0％   
無回答   田  0．0％  田  仇0％  田  0．0％  田  ・●■●－  田  40．0％  田  0．0％  口  20．0％  田  0．0％  田  0．0％  田  100．0％   

計   田  4．1％  田   3．3％   田  7．6％  3，307  42．2％  1，8け  23．2％  田  10．7％  団  4．9％  田  H 1．2％  四  2．7％  丁，卓j8  100％  



年収×年齢 ※5。歳代の年収が高い  

無収入  
柑0万円  200万円  400万円  600万円  800万円  1．000万円   1．000万円  

無回答  
計  

未満  未満  未満  未満  未満  未満  以上   

・20歳代   田  4．8％  四  3．6％  四  12．9％  2，減量軋5明   田  8．7％  田  0．2％  口  0．0％  口  0．0％  田  2．3％  3，172  1仙0％   
ー  

b．30歳代   四  5．7％  田  2．9％  田  4．5％  72134．5サi  

c．40歳代   

d．50歳代   H    田  1．2％  四  1．9％  田  2．4％  26417．3明   5互ま蔓33．6嘲 凹   田  28．8％  田  10．9¶  四  1．3％  朝  2．6％  1，523  100．0％    田  3．0％  田  3．9％  田  3．晒  10613．1明   鱒0  19．7朋  四  22．6％  四  ▼23．7閣  田  臥0％  田  2．1％  四  100．0％ i   
8－ 60歳以上   口  2．4％  田  10．4％  田  10．4％  粥≧弧5髄   田  17．7％  田  11．6％  田  8．5％  口  4．3％  口  4．3％  田  弓100・0％   

無回答   ヰ．2％    5．6朋    7．0％    33．8明    28．2％    11．3％  1  1．4％    0．0％    8．5％  

計   田  ヰ．1％  田  3．3％  田  7．6％  3，307  42．2％  1，817  23．2％  国  10・7窄  団  4．9％  田  1．2％  田  2．8％  7，829  100％ H   
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年収×社会福祉従事通算年数※従事通算年数が上がるほど年収が高い  

無収入  
100万円  200万円  ヰ00万円  6円  抑0万円  1．000方円   川00万円  

無回答  
未満  未満  未満  未満  未満  未満  以上   

計  

a．0年（従事していない）   85い3・8％   田  7．8％  団  10．3％  呈7ま言27、9喫 阿   田  21．7％  47－ 7．7％   田  4．1％  田  1．0％  田  5．9％  四  100．0％   

b．3年未満   0．2％  口  0．2％  田  3．2％  1，766  100．0％   92 5．2％   四  5．7％  四  17．7％  i，鳩i雪組20′   田  6．0¶   
・5年未満   69至 53％   田  3．0％  田  8．1％   緬 880毒も7，邪   田   口  0．3％  団  2・7％  1，310  100．0％   

L  

d．10年未満   四  0．7％  田    2．2％  1，656  100．抑   

e．15年未満   竺                     11．5％   
f．30年未満   田  2．8％  田  2．0％  1，386  100．駅も   16718．1％  
g．30年以上   口  ≦0．7％  田  1．3％  田  3．4％  田  10．1朋  田  16．1％  田  室22・1％  ヰ3室28．耶 u   田  16．1％  田  1．3％  田  100．0％   

無回答   田  10．5％  口  5．3％  田  0．0％  R  36．8％  田  26．3朋  口   5．3％ H  口  5．3％  口  5．3％  口  5．3％  田  100．0％   

計   矧  u  i4．1％  田  3．3明  田  7．6％  3，306  42．3％  1封4  23．2％  国  星10．7％   団  4．9％  田  1．2％  四  2．7％  7，823  100¶   
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年収×職種 ※年収は介護支援専門員、教育・研究職の年収が  
やや高い  

計   320  4．1％  25（i  3．3％  594  7．6％  3，3呵42・2％   1，817  23．2％  839  10．7％  383  4．9％  97  1．2％  21当 2・8％   7，831  100．0（：も   
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年収×勤務先 ※年収は教育機関、行政機関の年収がやや高い  

計   320  4．1％  253  3．2％  591  7．6％  3，284  42．2％  1，811  23．3％  834  10．7％  383  4．9％  95  1．2望  214  2．7％  7，785  100．0％   
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老人福祉施設（年収×職種）  

無収入  
100万円  200万円  400万円  600万円  800万円  1．000万円   1．000万円  

無回答  
未満  未満  未満  未満  未満  未満  以上   

計  

a．相談員   ロ  0．2％  5  1．0％  25  5．0％  288室5臥1％   135  ⊇27．2％  32  6．5％  6  1．2％  0  0．0％  4  0．8％  496  100．0％   

b．判定員   0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  璽 0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0童0．0％ H   0  0．0％   

c．指導員   ロ  0．6％  0  10．0％  10  6．3％  糾毒52・鞠   44  垂27．7％ H  15  9．4％  2  1．3％  0  0．0％  3  1．9％  159  100．0％   

d．ケースワーカー   0  0．0％  0  0．0％  8  16．0％  3 8  い6・0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  皿  2．0％  50  100．0％   

0．医療ソーシャルワーカー   0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  3  和¢．¢％  0  ≒ 0・0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  3  100．駅も   

f．精神科ソーシャルワーカー   0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  垂0．0％   0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％   

g．看護婦（保健婦・助産婦・准看護婦）   円                        0  0．0％  0  0．0％  ロ  10．0％  2  20．0％  ¢‡漁師   ロ  10．0％  0  0，0％  0  0．0％  0  0．0％  10  100．0％   
h．療法士（PT・OT・ST）   0  0．0％  0  仇0％  0  0．0％  0  0．0％  ま≡ま取離も   0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％    100．0％   

l．福祉司（児童・身障・知障）   0  0．0％  2  15．4％  2  15．4％  8書軋勤   ロ  薯 7・7％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  13  100．0％   

j．児童自立支援専門職（生活支援貝）   0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％   

k．保育士   0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  00％   
口  0 

仁 介護躇員（ケアワーカー）   0  0．0％  7  2．4シら  46  15，7％  19丁†b7．頚  搾   33  い1・3％  5  1．7％  口  0．3％    ．3％  3  10％  293  100．0％   

m．介護支援専門員   ロ  0．5％  3  1．5％  4  2．0％  77  37．9％  絹≡48．3   23  11．3％  3  1．5％  0  0．0％  4  2．0％  203  100．0％   

n．教育・研究職   0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％   0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％   

0  0．0％  0  0．0％  3  1．5％  7  3．6％  ●  ■ ●■■   那  ヰ3．ま切  33  16．8％  6  3．0％  4  2．0％  197  100．0％   0．管理職（役員・事務長・課長等）  
p．欄佐・係長（査察指導眉）   0  

q．事務職  

「∴その他  8．0‰  4  16．0％  2  8．0％  1 52．¢％  2  i8．0％ H  ロ  4．0％  0  0．0％  0  0．0％  口  4．0％  25  100．0％   

無回答   0   

計   6  0．4％  22  1．5％  104  6．9％  732  48．8％  395  2（i．3％  167  11，1％  47  3．1％  7  0．5％  21  1．4％  1，501  100？ち   
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知的障害者施設（年収×職種）  

仁介護職員（ケアワーカー）  

m．介護支援専門員   
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老人保健施設（年収×職種）  

1．000万円   l．000万円  
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医療機関（療養型含む）（年収×職種）  
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行政機関（年収×職種）  

g．看護婦（保健婦・助産婦・准看護婦）   
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社会福祉協議会（年収×職種）  
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勤務先構成比率の比較  

勤務先  
平成18年11月現在  
（本会会員のみのデータ）   

回収率42％）   

老人福祉関係施設  1，594名（20．4％）   4，203名（17．4％）   

知的障害者福祉施設  797名（10．2％）   2，261名（9．4％）   

その他社会福祉施設  743名（9．5％）   2，030名（8．5％）   

老人保健施設  463名（5．9％）  1，341名（5．6％）   

社会福祉協議会  633名（8．1％）  1，789名（了．4％）   

医療機関  1，060名（13．5％）   2，674名（11．1％）   

行政機関  822名（10．5％）  1，551名（6．4％）   

教育機関  355名（4．5％）  1，166名（4．8％）   

老人介護支援センター・地域包括支援セント  2，161名（8．9％）   

独立型社会福祉士等  24名（0．3％）  342名（1．4％）   

その他  1，340名（16．1％）   4，644名（19．2％）   

合 計  7，831名（100％）  24，162名（100％）   
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